
令和 2 年 10 月 30 日（金） 
会員各位 

日本応用経済学会事務局 

日本応用経済学会秋季大会案内  
 

会員の皆様におかれましては、益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。 
ご承知のことではございますが、2020 年日本応用経済学会秋季大会は、今般の新型コロ

ナウィルスの影響を鑑み、11 月 21 日（土）、22 日（日）にオンラインでの開催となりまし
た。春季大会に引き続き、会員の皆様との対面による学術交流、情報交換が叶わなかったこ
とは大変残念ではございますが、例年と変わらぬ報告申込がございましたことに大変感謝
しております。 

つきましては、秋季大会を以下の要領にて開催いたします。ご多忙中のこととは存じます
が、皆様のご参加をお待ちしております。なお、次頁以降に大会の注意事項等を記載してお
ります。 
 
１．2020 年度秋季大会開催要領 
1.1 受付について 
  受付はございません。大会前日（11 月 20 日（金））夕方以降に各報告のミーティング

ルーム情報を送信いたしますので、当日はその情報から参加下さい。 
 
1.2 大会参加費について 

大会参加料の徴収はございません。 
 
1.3 参加の場所について 

  ご自宅、研究室等のオンライン会議を実施できる環境の場所にてご参加下さい。 
 
1.4 大会の参加方法、および、セッション報告の時間について 
（1）Zoom によるオンライン会議で実施いたします。報告者はミーティングルームのホス

トになって頂きますので、Zoom（無料版）のサインアップ（利用者登録）が必要です。
すでに有料版をご契約の方は、あらためてサインアップの必要はございません。報告
者、司会は必ず 11 月 18 日（水）までにサインアップ下さい。 

討論者、座⻑、司会、招待講演者をはじめ、参加される皆様のうち Zoom を初めて
利用される場合は、あらじめ、Zoom アプリをダウンロード下さい。既に利用されたこ
とがある方でも、事前に最新のバージョンにアップデートをお願いします。 

⼀般セッションの討論者と座⻑、招待講演者、特別セッション講演者、そして⼀般



会員の皆様は、学会事務局から送られる Zoom 会議室の URL ⼀覧から参加可能です。
大会前日（11 月 20 日（金））の夕方以降に学会 website に大会専用ページ（パスワー
ド認証有）にも各報告の URL を掲載します。なお、以下についてご注意ください。 
① Zoom のミーティングクライアントをインストールしている場合、Zoom アカウ

ントは必要ありません（ミーティングクライアントは https://zoom.us/からダウ
ンロードできます。）。 

② ミーティングクライアントをインストールせずにブラウザでアクセスする場合、
Zoom アカウントが必要です。 

 
（2）報告時間について 

 コロナ企画セッション I〜VI は報告時間 30 分、討論 5 分、バッファー5 分の合
計 40 分です。 

 それ以外のセッションについては、報告時間は 25 分、討論者による予定討論、
それに対するリプライ 10 分で、バッファー5 分の合計 40 分です。 

 無料版 Zoom の利用を前提にしておりますので、40 分で 1 報告の全体が終了と
なります。 

（3）Zoom（無料版）では、3 人目が会議室に入室してから 40 分経過した時点で会議終了
となります。その場合、討論等の途中であっても報告終了となります。 

（4）開始時間後に入室された場合に、開始されていない場合はキャンセルの可能性があり
ます。キャンセル等の情報は、事務局確認後、ML にて配信いたしますので、ご確認
ください。 

 
1.5 セッション報告者の皆様へ 
（1）報告論文は、報告申込書での案内の通り、10 月 31 日（土）までに、座⻑、討論者、

事務局にメールにてお送り下さい。 
（2）セッション報告では、報告者に会議室のホストになって頂きます。ホストとして、会

議室を設定頂き、設定後、11 月 18 日（水）15 時までに座⻑、討論者、事務局に招待
メールをお送り下さい。なお、会議室の設定、Zoom の簡易マニュアルなどは、11 月
12 日（木）にお送りいたします。 

（3）当日のプレゼン資料は pdf ファイル化し、11 月 13 日（金）15 時までに学会事務局ま
でメールにて送付下さい。その後、順次、学会 HP に掲載いたします。もし、11 月 13
日（金）を過ぎた場合、原則として、当日の報告時間にご自身で chat 機能を用いて配
布下さい。また、事務局にも送付下さい。事務局でも作業可能な限り掲載いたします。 

なお、当日のプレゼン資料のファイル名は必ず次の例に従って付けてください。 
例）セッション 1-1A の第⼀報告 報告者 応用太郎 の場合 
    1-1a_1_ouyou.pdf 



（4）報告当日の報告時間は 25 分、討論者による予定討論、それに対するリプライは 10 分、
バッファー5 分の合計 40 分です。会場からの質疑等は、討論時間中に Zoom のチャ
ット機能で受け付けます。会場からの質疑に対するリプライは、報告終了後、報告者
から個別にお願いいたします。連絡先が無い方への必要ございません。 

（5）当日の流れの詳細は 11/7（土）までにはご連絡差し上げます。 
 
1.6 討論者の皆様へ 
（1）11 月 18 日（水）15 時までに当日の報告の会議室の招待状が報告者から送られてきま

す。 
（2）討論用ファイルを事前に事務局に送付する必要はございません。 
（3）報告開始時刻前までに当該報告の会議室に入室下さい。入室後、マイクはミュート、 

座⻑、報告者が入室されていることを確認しやすくするため、ビデオはオンでお願い
します。 

（4）スムーズな進行のため、討論用の資料（PPT など）を準備頂いている場合は、PC の
画面上に開いておいてから、セッション報告の Zoom 会議室に入室下さい。 

（5）討論時間は、報告者のリプライを含めて 10 分ですので、コメント等は 5 分以内でお
願いいたします。論文概要は簡略化下さい。 

（6）報告者の報告が終わりましたら、速やかに討論を開始下さい。報告者の画面共有が終
わりましたら、討論用のファイルを共有機能で表示下さい。 

（7）当日の流れの詳細は 11/7（土）までには連絡いたします。 
 
1.7 座⻑の皆様へ 
（1）11 月 18 日（水）15 時までに当日の報告の会議室の招待状が報告者から送られてきま

す。 
（2）報告開始時刻前までに当該報告の会議室に入室下さい。入室後、マイクはオン、 報告

者が座⻑の入室を確認しやすくするため、ビデオはオンでお願いします。 
（3）報告開始時刻になりましたら、報告開始の宣言と諸注意をお願いいたします。諸注意

後、報告者に報告の促しをお願いします。その後、マイクをミュートにしてください。 
（4）報告者の討論者へのリプライが終わりましたら、マイクをオンにして、報告終了を宣

言下さい。 
（5）当日の流れの詳細は 11/7（土）までには案内いたします。 
 
1.8 招待講演、会⻑講演、学会賞授与式、学会賞受賞講演関係者の皆様へ 
（1）11 月 18 日（水）15 時までに当日の報告の会議室の招待状を事務局よりお送りいたし

ます。 
（2）詳細については、11/7（土）までには、個別にご案内いたします。 



2．2020 年度秋季大会 プログラムの時間配分 
オンラインで利用する Zoom に関する注意事項は、後日、会員の皆様宛に送付いたしま

す。 
 
2.1 セッション報告（コロナ企画セッション I~VI） 
  （1）報告者、討論者、座⻑の三者に加えて、学会員が参加できます。但し、報告者、

討論者、座⻑を含め、100 名までです。 
  （2）報告時間は、報告 30 分、討論 5 分、バッファー5 分とします（Zoom（無料版）

の制約上、1 つのセッションは 40 分が上限です）。 
  （3）進行等の詳細は 11 月 7 日（土）までには案内いたします。 
 
2.2 セッション報告（コロナ企画セッション以外） 
  （1）報告者、討論者、座⻑の三者に加えて、学会員が参加できます。但し、報告者、

討論者、座⻑を含め、100 名までです。 
  （2）報告時間は、報告 25 分、討論 10 分、バッファー5 分とします（Zoom（無料版）

の制約上、1 つのセッションは 40 分が上限です）。 
  （3）進行等の詳細は 11 月 7 日（土）までには案内いたします。 
 
2.3 招待講演、会⻑講演、学会賞受賞講演 
  （1）学会員であればどなたでも参加できます。 
  （2）講演時間（講演、報告者の紹介、質疑応答を含む）は 50 分です。 
  （3）進行等の詳細は 11 月 7 日（土）までには案内いたします。 
 
2.4  学会賞授与式 
  （1）学会員であればどなたでも参加できます。 
 
３．不足の事態、不具合などへの対応 

緊急事態が発生した場合の対処（Zoom の交信不具合で事実上参加が困難となった場合、
外部からの侵入など） 

 (1)座⻑、討論者がともに⽋席の場合、報告者が進行役を務め、報告を行い、終了後、
その旨を事務局あてにメールで報告してください。 

 (2)報告者が⽋席（通信不具合によるものも含む）の場合は、報告キャンセルとして取
り扱います。座⻑が、その旨、事務局あてにメールにて報告してください。その後、
事務局よりメールにてキャンセル情報を送信します。 

 (3)その他、突発的な事項が発生した場合には、ホストである報告者が座⻑と、中⽌を
含め協議し、対応してください。その後、座⻑から事務局へその旨を報告下さい。 



（4）当日の接続・音声などのトラブルは報告者（ホスト）の対応となります。 
4. その他 
4.1 Zoom に関する注意事項（Zoom の簡単な操作マニュアル、Zoom の画面共有のデフォ

ルトの変え方などの操作、注意書き、回線、音声切断などの状態になった時への対応、
などを含む）は、11 月 12 日（木）ごろまでには会員の皆様にお送りいたします。ま
た、学会 HP に掲載いたします。 

4.2 10 月 28 日時点での情報で作成しております。運営内容が変更されることはございま
せんが、仔細な点の変更がある場合は、改訂版にてお知らせいたします。 

4.3 講演資料等は当日配布（場合によっては配布無し）の場合もございます。ご了承下さ
い。 

4.4 その他、お気づきの点、不明な点などがございましたら、事務局にメールにてご連絡下
さい。（jaae@jaae.org)   

 



第１日

11:00 理事会

セッション名
Chair Jinyoung Kim(Konkuk University) 座長 林田実（北九州市立大学） 座長 中村保（神戸大学） 座長 瀧井貞行（西南学院大学） 座長 木原隆司（獨協大学）

Presenter Sungmun Choi（Konkuk University） 報告者 松浦司(中央大学) 報告者 菊池悠矢(名古屋大学）
玉井寿樹(名古屋大学)

報告者 森田充(青山学院大学） 報告者 長岡貞男（東京経済大学）

Discussant Yuya Katafuchi(Research Institute of
Humanity and Nature) 討論者 浦川邦夫（九州大学） 討論者 森田薫夫(福岡大学) 討論者 瀧井貞行（西南学院大学） 討論者 薮田雅弘(中央大学)

Presenter Sungjin Cho(Seoul National University)
,Gong Lee(Korea Development
Institute),John Rust( Georgetown
University),Mengkai(Georgetown
University)

報告者 平賀一希(東海大学)
舟島義人(東北学院大学)

報告者 巽 一樹(兵庫県立大学）
橋本浩幸(兵庫県立大学)
木村真（兵庫県立大学）

報告者 花村信也（立命館大学） 報告者 森朋也（山口大学）
金承華（関東学園大学）
薮田雅弘(中央大学)

Discussant 調整中 討論者 中園善行(横浜市立大学) 討論者 焼田党(南山大学) 討論者 野崎竜太郎（久留米大学） 討論者 長岡貞男（東京経済大学）

セッション名
Chair 森田充（青山学院大学） 座長 　堀 宣昭（九州大学） 座長 伊ヶ崎　大理（日本女子大学） 座長 大内田康徳（広島大学） 座長 長岡貞男（東京経済大学）

報告者 孫明超(上智大学)
長谷部拓也(上智大学)
Gabriel Fuentes-Cordoba(上智大学)

報告者 虞 尤楠(九州大学) 報告者 内田秀昭(三重大学) 報告者 下津秀幸（公正取引委員会経済分析
チーム）
大宮俊吾（公正取引委員会経済分析
チーム）
上續高裕（公正取引委員会経済分析
チーム）

報告者 木原隆司（獨協大学）

討論者 倪彬(法政大学) 討論者 野崎華世（大阪経済大学） 討論者 田中 淳平（北九州市立大学） 討論者 宍倉学（長崎大学） 討論者 本西泰三（関西大学 )

報告者 岡安麗奈(青山学院大学) 報告者 井上寛規(久留米大学)
坂上智哉(熊本学園大学)
加藤康彦(熊本学園大学)

報告者 宮本拓郎(東北学院大学) 報告者 阿萬弘行（関西学院大学）
本西泰三（関西大学 )
山根智沙子（広島 経済 大学）

討論者 渋澤博幸(豊橋技術科学大学) 討論者 森田玉雪(桜美林大学) 討論者 山本雅資(富山大学) 討論者 木原隆司（獨協大学）

16:２0～17:１0 会長講演 司会 田中廣滋（前日本応用経済学会会長・中央大学名誉教授）

講演者 焼田党（日本応用経済学会会長・南山大学）
17:２0～18:１0 招待講演 司会 木原隆司（獨協大学）

講演者 中尾 武彦（みずほ総合研究所株式会社・理事長）

演題：育児、介護そして女性労働

演題：生産性をめぐる５つの神話

第4報告
15:３0～16:１0

CVMによる世界遺産の経済評価―日本遺産との比
較から―

経済成長を伴う経済連携協定ネットワーク形成過
程のシミュレーション分析

グリーン消費者とサプライチェーンの競争環境を
考慮したエコ製品の普及とグリーンイノベーション
の理論的考察

新型コロナ流行時におけるマスク市場の価格メカ
ニズム アンケート調査による分析

第３報告
14:40～15:20

Exposure to open defecation and child health:
Evidence from Timor-Leste

最低賃金の変化が労働者の健康および幸福度
に与える影響

Dynamics, Stability, and Openness in a Firm
Heterogeneity Endogenous Growth Model

イノベーションと競争 Covid-19対策の国際パネル分析 -経済活動・感
染・死亡への短期的影響の予備的推定-

セッション 1-1B セッション 1-2B セッション 1-3B セッション1-4B セッション1-5B
計量分析 社会保障 国際マクロ経済学 イノベーション コロナ企画II

新型コロナウイルス克服への創薬イノベーション

第２報告
13:50～14:30

 Optimal Dynamic Hotel Pricing International information disparity, sticky
information, and economic behavior: Tourist's
response to region-specific shocks

Reconsideration of Cipriani and Fioroni Model
(仮)

取締役会はプロ経営者をどのように使ったら良い
のか。　買収失敗を避けるための方法

新型コロナウイルス感染症と観光－観光移動の
変動パターン分析と観光政策

第１報告
13:00～13:40

Do Long-Term Contracts Harm Team Performance?
Evidence from Major League Baseball

単身高齢世帯と高齢者の生活保護受給割合：都
道府県別データを用いた検証

Nash Equilibria in Models of Fiscal Competition
with Unemployment

ESGと企業パフォーマンス・資本コストに関する実
証分析

JAAE-KAAE Joint Session 情報経済 財政問題 企業経済 コロナ企画I

2020年度日本応用経済学会秋季大会プログラム

＜報告時間30分、討論はフロアからの質疑を含めて１0分＞

11月21日（土）

Session 1-1A セッション 1-2A セッション 1-3A セッション1-4A セッション1-5A



第2日

セッション名
Chair Hitoshi Osaka（Kyoto Sangyo

University）
座長 藤田康範（慶應義塾大学） 座長 安岡匡也（関西学院大学） 座長 内藤徹（同志社大学） 座長 内田秀昭（三重大学）

Presenter Sangho KIM(Ritsumeikan Asia Pacific
University)

報告者 後藤剛史(南山大学) 報告者 山田航汰(関西大学) 報告者 大森達也(中京大学） 報告者 焼田党（南山大学）

Discussant Takeshi Koba（Kumamoto Gakuen
University）

討論者 佐藤茂春(中京大学) 討論者 安岡匡也(関西学院大学) 討論者 楠山大暁（北陸大学） 討論者 池下研一郎（九州大学）

Presenter Li Wen(Kyushu University) 報告者 筒井潔（アジアパシフィックコーポレー
ション株式会社)
渡邉崇(同志社大学)
佐々木一彰(株式会社ノースウッド)

報告者 堀江進也(尾道市立大学) 報告者 楠山大暁（北陸大学）

Discussant Tsukasa Matsuura（Chuo University） 討論者 藤田康範(慶應義塾大学) 討論者 木下祐輔(一般財団法人アジア太平
洋研究所)

討論者 大森達也(中京大学）

11:00～11:50

12:50～13:40 学会賞授賞講演 司会 成生達彦（同志社大学）

演題： Elderly empowerment, fertility, and public pensions

講演者 宮澤和俊（同志社大学）

座長 　Minoru Hayashida(he University of
Kitakyushu）
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